
 

 



 

 



Question？ 

EMRと ESDは何が違うの？ 

A. 手順を見ると同じようですが、EMRでがんを切除するものはスネアの大きさにか

かわるため、大きいものでも２cmまでとなり、それ以上大きなものには使用でき

ないので、2㎝以上の時に切除できるのが ESDになります。 

比較したものを表にしましたので下記をご覧ください。 

 

項目 EMR（内視鏡的粘膜切除術） ESD（内視鏡的粘膜下層剥離術） 

対象病変の大きさ 比較的小さい（通常 2cm以下） 比較的大きい（2cm以上でも対応可能） 

切除方法 

病変の下に液体を注入し、スネアで切

除 

病変の下に液体を注入し、専用ナイフで層ご

と丁寧に剥離 

一括切除の可能性 

難しい場合がある（分割切除になるこ

とも） 

高い（一括切除が可能） 

手術時間 短い（数十分程度） 長い（1～3時間以上かかることも） 



項目 EMR（内視鏡的粘膜切除術） ESD（内視鏡的粘膜下層剥離術） 

技術的難易度 比較的簡単 高度な技術が必要 

合併症リスク 

少なめ（ただし穿孔や出血のリスクは

あり） 

やや高め（穿孔や出血リスクがやや高い） 

適応部位 主に食道・胃・大腸など 

同じく食道・胃・大腸など（より広い範囲に

適応可能） 

回復期間 短め（入院期間も短い傾向） 長め（入院が必要な場合もあり） 

再発のリスク 

やや高め（分割切除の場合、残存の可

能性あり） 

低い（一括切除で取り残しが少ない） 

 


